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1．　 北海道 の火山
表一t　 犠 牲者をだ した 噴火

火　　山 年　 1 賭 数 主な加謇因子

　北海道 で は，北本州 弧 と千島弧 と い う 2 つ の 活動的な島

弧 （弧状列島） が 会合 し て お り，地震 と と もに 火山 活動 も

活発 で あ る。第 四紀 （約 180 万 年前
一

現在） に 生まれた火

山 （群） は40を超 え て い る （図
一一1）。

　北海道の 自然の 美し さは 火山を除い て は語 れ な い 。知床，

阿寒 ， 大雪 山 ， 支笏洞 爺国 立 公 園 な どは ，
い ず れ も火山地

域 に指定 さ れ て い る。また，多数の 温泉が 火 山地 方 に湧出

し て お り， 道南 の 濁川 カ ル デ ラ で は 5 万 kW の 地熱発電 に

成功 し て い る 。知床硫黄山 の よ うに多量 の 溶融硫黄を間欠

的 に 噴出 し た 火山 もあ る
。

し か し，火 山活動 に は 明暗 が あ

る
1）。 と きに は 噴火 に よ り深刻 な災害 も発生 して い る。

　北海道 の 歴史時代 は短 い が，1640年 か ら現在 まで に，知

床硫黄山 ， 雌阿寒岳 ， 十勝岳 ， 樽前山，有珠 山 ， 駒 ヶ 岳 ，

恵山 ， 渡島大島の 8火 山が噴火を記録 して い る（図
一 1）。

表 一1 に 示す よ うに ， 8 火 山 の うち 5火 山 の 噴 火 で 合計

2400 人以上が 犠牲 とな っ て い る 。 死者 の 大部分 は 噴火 に

伴 っ た津波 （＞2175 人 ）， 泥流 ・土石流 （＞148人 ）， 火砕

流 （＞70数人） に よ る もの で ，火砕物 の 降下 そ の 他 に よ る
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図一1　 北海道 の 火山分 布

合計　14　噴火 ＞2408

死者 は わ ずか 13人 にす ぎない 。こ の よ うな噴火災害 は 島弧

火山 に共通 して お り，島弧 に 特徴的なマ グマ の 性質や火山

の 環境 に 依存 し て い る も の と考 え られ る
2）。

　災害を伴 っ た 北海道 の 歴 史時代の 火山活動 を以下 に概観

して み よ う。

2．　 十　勝 　岳

＊
北海道大学教授　理学部

September ，1989

　大雪山 か ら十勝岳ま で 約 60k 皿 に わ た っ て 海抜 2000　m

級 の 火山 が並 ぶ ，北東端 の 旭岳 は，数百年前 の 噴火 で 西側

に 爆裂火 口 を開き，活発 な噴気活動を続けて い る。一
方 ，

南西 端 近 くの 十 勝岳 で は，歴 史時代 に た び た び噴火 し ， 災

害も発生 し て い る
3）

。 安政 4 年 （1857年），松浦武 四 郎 は

「山半腹に して 火 口燃立 て黒 烟 天 を刺上 る を見 る1 （『丁 巳

石 狩 目記 』） と記録 して い る 。 そ の 後，1887 年，1926 年，

1962年お よ び 1988〜1989 年に噴火が起 こ っ た 。

　最 も悲劇的 な噴火 は ， 岩暦 な だ れ と泥流 を伴 っ た 1926年

の 活動 で あ る。当 時，中央火 口 丘 で 硫黄 の 採取 が行 わ れ て

い た。5 月24日12時すぎ水蒸気爆発 が 始ま り， 小規模な泥

流 が 山麓 の 畠山温泉 （い まの 白金温泉）まで 流下 し た。16

時す ぎ ， 大 き な 水蒸気爆発 が お こ り， 中央火 口 丘 の 西 半分

が崩壊し，引き続き玄武岩質安山岩の 火山弾 ・ス コ リア が

噴出 した。崩壊物 は 熱 い 岩屑 な だ れ （hot　 volcanic 　 ava
−

Ianche4）） とな っ て 流下 し ， わ ず か 42 〜 54秒 で 火 口 か ら

2．4km の 硫黄鉱 山 元 山事務所 をお そ い ， 25 人 の 生命を奪

っ た。岩屑 な だ れ は，さ らに 残雪 を とか し大泥流 を誘発 し
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図
一2　 十 勝 岳1926年泥流 の 流路

4♪

た。泥流 は富良野川 と美瑛川 に分 かれ て 流下 し， 爆 発後24

分 あ ま りで 火 口 か ら 約 25km の 上富良野原野 に達 し た。泥

流は途中で 森林をな ぎ倒 し，多量 の 木材を含む 泥水 とな っ

て建物 ・
橋

・
鉄道などを破壊 した （図

一一2）、こ の 岩屑 な だ

れ と泥 流 で，合計 144 人 が犠牲 と な っ た 。 また，こ の 年 の

9月 の 噴火 に よ り火 口付近 で 2入 が行方不明 とな っ た 4）。

　1962年 の 噴火 で は，最初の 6 月29 日深夜 の 水蒸気爆発 で

火山岩塊 の 落下 に よ り硫黄鉱山宿舎が破壊され ， 5名が死

亡，11名 が負傷した 。 翌 6H30H 未明 に は 玄武岩質安山岩

の 火 山弾 ・ス コ リア が噴出 し，噴煙柱が高さ 12km に 達

する 大噴火 とな っ た （写 真
一 1）。 火 山 の 東麓地方 で は ，

降灰 に よ り森林 ・耕地 に被害が発生 し，ま た噴火後も住民

は 火 山 ガ ス に よ る大気汚 染 で 悩 ま され だ ）。

　そ の 後20数年が経過 し ， 十勝岳 は 再び活発化 した。1985

年 に は 62− 　1 火 口 で 弱 い 水蒸気爆発や 硫黄 の 自然 発 火 が お

こ っ た
5）。1988年 12月，62−−n 火 IJか ら灰 を含む嘘煙が認

め られ る よ うに なり， 16日， 18日の 水蒸気爆発に続き，19

日深夜に マ グマ 水蒸気爆発 が お こ り，こ れ に 伴 っ た火砕 サ

ージ （横 な ぐりの 噴煙） が積雪の 表面 を と か し， 小規模な

泥流 が 発生 し た。24日深夜の 火砕 サ ージ を伴 う噴火 の あ と，

25目未明 に は 小 型 火 砕流 の 発 生 を伴 うマ グ マ 水蒸気爆発 が

起きた。こ の と き垂直 に上 る 火柱の 基部 か ら，赤熱 し た 火

山岩塊 ・
火 山礫 を含む 火砕流が，な だ れ の よ うに北斜面 を

流下 す るの が 目撃 され た （写 真
一 2）。こ の 火砕流は 幸 い

小型 で，最大約 1km 流下 して 止 っ た た め，心 配 され た破

壊的 な融雪泥流 は 発生 し なか っ た。十勝岳 は 1989年 3 月 5

日 ま で 合計22回 の 爆発的噴火 をお こ し
， そ の 後小康状態 に

入 っ た。1988− 1989年噴火 は，直接的 な火 山災害を発生 し

な か っ た が，泥流危険地帯 の
一
部は避難 を余儀な くされ る

な ど，地域社会 に 深刻な影響を及 ぼ した
6）

。

44

写 真一1　 十勝岳 の 山頂部。力 千の 大IL火 口壁は 1926年 噴

　 　 　 　 火 でJiLL“ （中央 火 口 丘） が 崩壊 して 生 じた。右

　　　　 T・の 噴気 中の 火 口 は 1962年 噴 火 で 生 じ た62− H

　 　 　 　 火 H。］988 −L989年噴 火 は 二 の 62− H 火 口か ら

　　　　 お きた （1962 年噴火の 直後撮影，朝 冂新聞社提

　　　　 供）。

写 真
一2　小型 火砕流 を伴 っ た十勝 岳の1988年噴火 （12月

　　　　 25口 0時51分す ぎ 気象庁 十勝岳 火 山 観 測 所 撮

　 　 　 　 影）e

3． 有　珠　山

　洞爺カル デラの 南壁 ．ヒに生 じ た 有珠山 は ， 歴史時代 に 7

回 も大噴火 を起 こ して い る
7）・8⊃

。寛文 3 年 （1663年），松前

城 主 志摩守高広 か ら冪府 へ の 報告に よ る と，旧暦 7 月 11〜

13日地震，14日か ら噴火が始ま b，降灰 がひ ど く，15日 に

は 降灰 で 家屋 が焼 け 5 名が死 亡 した。こ の と き噴出した流

紋岩質 の Us −b 降下軽石 は東方 に 広 く分布 し， 登別や 白老

地方 で 厚さ約 1m も積も っ て い る 。

　有珠 山は そ の 後デ イ サ イ ト質マ グマ の 上 昇 ・噴出 に よ る

特徴的な噴火 をお こ す よ うに な っ た。明和 5 年 （1769年）

の 「噴火 は火砕流を伴 い ， こ れ に よ り南東麓 の 集落が 全焼 し

た tt文政5 年 （1822年） の 噴火 で も火砕流 が 発生 し て南 西

麓の ア ブ タ ＝ タ ン （現在 の 入江） の 集落が焼失 し， 50人 が

死亡 ， 53人 が 負傷 した。こ の 痛 ま しい 被災 の 様子 は有珠善

光寺 の 役僧 に よ り詳 し く記 録 され て い る。嘉永 6 年 （1853

年） の 噴火 も火砕流 を伴 ＝ ）たが，幸い 集落に は流下せ ず，

土 と基礎，37− 9 （380）
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零真一3　駒 ヶ 岳 1929年 6 月17日 の 大規模な軽石 噴火 。 噴

　　　　 煙憩は 131un の 高 さ に た っ し，山麓 に 火砕流

　 　 　 　 が 流 下 し た 。

写 貢一4　北西上 空か らみ た渡島大島。 1741年 の 噴火 で 西

　　　　 山 が 崩壊 し，こ の 崩壊 また は地震で 寛保津波が

　 　 　 　 誘 発 した 。 その 後，火 口 原 に は 玄武娼 の 熔岩 ・

　　　　 火砕 物が噴出 して 中央火 口 丘 が生 まれ た （朝 日

　 　 　 　 新 聞 仕提供）。

ll順 部 に 大有珠 の 熔岩 ドーム を生 じた 。

　 明治 に入 り，1910年 9刀 ， 北麓に上昇して きた マ グマ が

地 下 水 と接触 して激しい 水 蒸気爆発 をお こ し，泥 流 で 1 名

が 死 亡 し た 。 こ の 噴火 の あ と，マ グマ が 地表 を隆起 して 明

治新山 を生 じ，湖畔 に温泉 が 湧出する よ うに な っ た 。 約30

年 後 の 1943年末，地震 が発生 し
， 東麓で隆起に続い て 水蒸

気爆 発 がお こ り，1945年に 熔岩 ドーム が出現して 昭和新山

の 誕生 と なっ た。こ の 活動で は ，地殻変動 ・降灰 に よ り家

屋 ・耕地 が被害を受 け ， ま た 幼児 1 名 が 窒息死 した。

　32年後 の 1977年 8月 ， 有珠 山 は久 しぶ りに 山頂 か ら噴火

し，多量 の 軽石 ・火 山灰 を放出 し，火 砕物降下 に よ る 災害

を広範囲 にお こ し た。さ らに 粘性 の 高 い デイ サ イ ト質 マ グ

マ の 上昇に よ り，火 口 原 が隆起 し て有珠新山 が生 まれ た 。

北麓 で は 著 し い 地殻変動 に よ り建造 物 が 破壊 した。また，

火山灰 が地表を覆 っ たた め に ， 降雨 で 泥流 が 発生 しやす く

な り，泥流 に よ り洞爺湖 温 泉 で 3名の 犠牲者 を出 し た （ロ

絵 写真
一4）。こ の た め，泥 流 監 視 ・警報 シ ス テ ム の 導入 と

と もに ，泥流災害を防止 す る大規模な土木 工 事が進 め られ

た
o〕

。
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4．　 駒 　 ケ　岳

No ．1953

　 駒 ヶ 岳は 羊蹄山の よ うな 円錐形の 火山 と して 成長 した あ

と，3 〜4 万 年前 に 山 頂 部 を崩壊 し，そ の 後 と きどき大規

模 な軽 石 噴火を起 こ して い る 。 こ の よ うな活動 は歴史時代

に入 っ て も起 きた
ヨ゚ ）・1“ ），：

『
松前年 々 記 』 そ の 他 の 記録 に よ る と，寛永 17年 （1640

年） に 駒 ヶ 岳 は 山 頂部が 崩壊 し て 岩屑 な だ れ をお こ した 。

大小 の 岩塊 は噴火湾 に な だ れ こ み，津波が誘 発 して 700人

以 上 が溺死 した。津波 は 対岸 の 有珠善光寺 の 背後の 山（丘）

ま で 達 した と い う。岩肘な だ れ は南麓 に も流れ ， 大沼 ・小

沼付近 の 景観 を特徴 づ け る無数 の 小 丘 をつ く v た。こ の 岩

屑 な だ れ の あ と，大 き な軽石 噴火 が 2 ， 3 日続 き，山麓 に

火砕流が 流下 し て い る・、

　元禄 7 年 （1694年） と安政 3 年 （1856年） に も火 砕流を

伴 う激 しい 軽石噴火 が 発生 し た。 「蝦夷地土産 』 な どの 旅

行記 に よ る と， 安政 の 火砕流が南麓 の 折戸川 を堰 き止 め ，

留の 湯で 湯治客20数 人 が 犠牲 と な っ た。安政 の 噴火 で 山頂

火 口 内 に小 さな熔岩 ドーム が生 ま れ ， 小爆発 が 明治 ・大 正

年間 に多発 した。

　昭和 に 人 る と1929年 に再 び 火砕流 を伴 う大 き な軽石噴火

がお きた （写 真一3）。東麓 の 鹿部 は 厚 さ 約 1m もの 降 下

軽石 で 埋 ま り，家屋 ・Iil林 ・耕 地 ・コ ン ブ礁 が被害を受 け，

死 者 2 名，負傷者 4 名 を だ した 。
1942年の 噴火 で は，山頂

の 火 凵 原 に延 長 1．6km の 割れ 目が 開 い た。

5．　 恵 山

　恵山 岬をっ くる 恵山火山 の 山頂に は，噴気 を続け る 熔岩

ドーム が あ る。宝暦 3 年 （1753年） に こ こ で 硫黄 の 採掘が

始 め られ，翌年 に火 山 ガ ス の 突出で 多数 の 鉱夫 が死 亡 した 。

淡斎如水 の 『松前方 言 考』 に は ，弘 化 3年 （1846年）に

「山 よ り游泥を沸淘 し て 麓な る 椴法華村人家 ともにお され

て ほ ろ び た り」 と記録 され て い る。こ の とき流下 し た 泥流

（土石流）の 堆積物 は，今日 で も 山 麓 に 残 さ れ て い る
12）。

6．　 渡 島 大 島

　松前町 江 良 の 西方沖合約 50k 皿 の 日本海上 に 浮か ぶ 渡

島大島は ， 無人 の 火山島で，三 重式 の 成層火山か らな っ て

い る （写 真一一一4 ）。『
福山秘府 』 や 『津軽歴 代記類』 な ど に

よ る と，渡島大島 は 寛保元年 （1741年）旧暦 7 刀 8 日頃か

ら噴火をは じ め た。江差 ・福山 地方 で は 14，15「］に 降灰が

ひ ど く 日 中も暗 くな り，19 日 夜明 け に大 音響が海上 に 鳴り

渡 っ て 潮 が 引き ， 間もな く大津波 が 押 し よせ た とい う。 こ

の 寛保津波 の 被害は渡島半島か ら遠 く佐渡 の 海岸 に及 び ，

1　475 人 以 上 が 溺 死 した。 こ の 被害 は 浅間山の 天 明噴火の

犠牲者よ りや や多 く， 本邦噴火 史上 2 番 日に 大 きな もの で

あ る 。 こ の 噴火 で 西山 の 火山体 が 崩壊 し た。寛保津波は こ

の 西 山 崩壊 また は近 くの 海底地震 に よ り発生 し た と考え ら
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れ て い る 。 渡島大島は そ の 後約半世紀に わ た っ て とき ど き

噴火 し ， 火口 原に 玄武岩 の 熔岩 ・火砕物か らな る 中央火 口

丘 が生 じ た。

7． 火 山防災の ため に

　北海道で は上述 の 5 火山 に加え，災害を伴 っ て い な い が

知床硫黄山 ・雌阿寒岳 ・樽前山 の 3 火山が 歴史時代 に噴火

して い る e こ れ ら の 火山噴火 の 記録 は 約 350 年を遡 る にす

ぎな い が，比較的新しい 火山灰層 の 分布 や 年代 に注 目 し て

過去 の 火山活動を調 べ て み る と ， 上記 8火 山の ほ か に，カ

ム イ ヌ プ リ ， 硫黄山 （ア トサ ヌ プ リ）， 旭岳，恵庭岳，登

別 （地 獄谷）な ど の 5火 山 が過 去約2000年の 問 に噴火 して

い る 。 し た が っ て ， 火山防災 の 観点か らは ， こ れ ら を含め

た合計13火 lliが，将来活動 を再 開す る 可能性 を もつ

“
生火

山
”

（live　 volcano ） と し て 監視す る 必要 が あ る。

　近年， 北海道 で は火 口付近 の 硫黄採掘 が 行 わ れ な くな っ

た が，火 山 地方 の 開 発 が著し く進 ん だ。こ の た め，同 じ様

式 ・規模 の 噴火 で も ， こ れ ま で よ り大きな 災害 が発生 しや

す くな っ て い る 。火山災害の 軽減の た め に は ， 噴火 と災害

の 特徴 の 解明や火 山観測お よ び噴火予知 な ど の 研 究 を必 要

とす る 。特 に 北海道 の 火山は ，

一
般 に活動期が短 く， 休止

期 が長 い 。したが っ て ，火山防災 の た め に は，個々 の 火 山

に つ い て事前に 噴火予測 ・災害予 測の 研究 が 行 わ れ て い る

必要があ る 。
1962年の 十勝岳噴火 の あと，筆者 らの 提案 が

北海道防災会議に受け入 れ られ，こ の 10数年間 に年次計画

で 各火山 の 火 山 地質 ・噴火史 ・活動の 現況お よび 噴火予測

と防災対策の 研究が行わ れ ， そ の 成果が公表され て きた。

有珠山 の 1977〜 1978年噴火 で は ， 火 山活動が 4年前に刊行

され た 有珠山の 報告書
τ）

の 予測 の 範囲内 で 推移 し， こ の 報

告書 は 防災 の た め の 有効な指針 と な っ た （表一2）。

　今世紀 2 番 目に 大 きな 火 山 災 害 を お こ し た 南 米 の

Nevado 　del　Ruiz （ネバ ドデル ル イ ス ）火山 の 1985年噴火

表一2　有珠 山の 噫火予測 と1977〜1978 年噴火

予 測 事 項 噴火 予測 （1973年）
T） 1977−・1［n8年噴火 9｝

噴 火 地 点 巨順
一北麓 1蝦

1障蠶1驟欝
1945 年か ら32年後

火 山 性地 震が先行
地震 発生か ら32時間後に

噴火開始

マ グ 物 齦 1デ イ ザイ 畷 レ イ サ ・ ・質

式
　
物

量

大
離

流

丘

丘

様

砕

積

曝
距

頂

頂

の

火

塊゚

砕

円

円

　

　

堆

喉

在

岩

火

下

噴

降
の

火
到

火

潜

熔

災 害

爆発的噴火

山麓 で 数一10数 c皿 ，
最大 で 3 〜5m

1．5− 2．5km

発生

形成

出現

軽石 噴火 ・
永蒸気N マ グ

マ 水烝気爆発

山麓で 30− 50cm

2km

発生せ ず

形成 （有珠 新 山）

出現せ ず

火砕物 降下 ・火砕流 ・
士也殻 変動 ・泥流 に よる

災害発 生

火砕物降下
・
地殻変動

・
泥 蹴に よ る災害発生，死
者 2 ，行方不 明 1 名
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で は
， 破局的噴火 の 1 か 月前 に火 山災害 予 測 図 （hazard

map ） が 作 られ ， 関係機関 に配布され て い た 。 実際に発生

した 泥流 は，ほ ぼ こ の 予測図 どお りに 流れ ， 東麓 の Armero

（ア ル メ ロ ）市で は 市民約 29000 人 の うち 21000 人 が 泥

流 の 犠戦 とな っ た とい わ れ て い る
1の

。 こ の 災害 は ， は か ら

ず も災害予 測図の 有効性を立証 した が，同時 に 住民 ・行政

・研究者間の 協九 情報伝達 シ ス テ ム ，緊急避難な ど の い

ずれ が欠 け て も災害を回避 で きな い こ とを教訓 と して 残 し

た。Armero 市の 悲劇が契機 と なっ て，大正泥流 の 被害 を

受 け た 上富良野町 と美瑛町 は ， 今回の 噴火前に十勝岳の 火

山災害予測
3）・5） を も と に緊急避難図を作 っ て各戸 に配布 し ，

同時に情報伝達網や避難計画 も整備して い た 。 1988〜1989

年噴火 で は ， こ の 防災計画が早速役立 っ た 。

　以上 の 火山災害軽減 の た め の 対策は ， ど ちらか とい え ば

火山活動 に 対す る 受身的 な対処 で あ る。一
つ の 噴火期 が過

ぎ，や がて 次 の 噴火期を迎 え る こ とを考慮すれば，長期的

視点 に 立っ 防災計画 が 必要 となる。来年 か ら
tt

国際防災 の

10年
”

（IDNDR ）が始ま ろ う と し て い る。火 山災害 の 分野

で は ， 火 山災害予 測図 に基 づ く長期的な土地利用計画 を た

て ， 火山活動の 明暗 と調和 して 人 々 が生 きる方向 を見出す

必 要 が あ る。
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